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Corynebacterium属菌は，自然界では常在細菌とし
て知られ，人をはじめとするさまざまな動物の臨床材料
から多くの菌種が分離されている［1］．このうち，
Corynebacterium ulceransはジフテリア毒素を産生す
る菌（C. ulceranstox＋）が動物に病原性をもたらし，牛
の乳房炎や種々の動物への化膿を引き起こすことが知ら
れている［1］． ま た，国内では，2001 年 に 人 の 

C. ulceranstox＋初症例が報告されて以降，2012年まで
に11例の症例が文献上報告されている［1-5］．このう
ち8例は C. ulceranstox＋感染猫との接触が感染の原因
として疑われており［1-4］，実際に患者と動物から同
じ遺伝子タイプの菌が分離された事例も存在する［6］．
2011年 12月，山形県において国内症例の北限となる
東北地方の C. ulceranstox＋初症例が発生した［4］．そ
こで，本研究では，山形県における人の C. ulcerans 
tox＋感染の可能性の有無を把握することを目的として，
一般家庭で飼育されている猫を対象に C. ulceranstox＋

感染状況調査を実施した．

材 料 及 び 方 法

調査対象動物： 2012年 5～7月に山形県内19カ所の

動物病院を受診した飼い猫187匹を対象とした．すべて
の猫について，検体採取前に飼い主より同意書を取得す
るとともに，飼育状況を聞き取りした．なお，対象猫か
らの採材は，避妊・去勢手術等の麻酔時や，日常の外来
診療での採血時に実施されており，大半の猫は風邪様症
状等の C. ulceranstox＋感染を疑う所見［1, 7］を呈して
いなかった．
血清ジフテリア抗毒素価： 猫血清を材料として，

Vero細胞を用いた培養細胞法［8］によりジフテリア抗
毒素価の測定を行った．人における感染防御レベルであ
る0.1IU/ml以上［2］を示した検体を抗毒素の検出と
判定した．

C. ulcerans分離培養： ジフテリア抗毒素が検出され
た猫及び同居猫の咽頭拭い液を採取し，勝川変法荒川培
地に塗抹した．発育のみられた Corynebacterium様菌
について，同定キット（アピコリネ，シスメックス・ビ
オメリュー㈱，東京）で種同定を行った．
統計解析： 飼い主からの聞き取り調査の結果を基に，
飼育環境の違い，あるいは同居猫の有無によりジフテリ
ア抗毒素検出率に差がみられるかについて，それぞれフ
ィッシャーの正確確率検定を実施した．統計解析は R 
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要　　　　　約

人におけるジフテリア毒素原性 Corynebacterium ulcerans（C. ulceranstox＋）感染の可能性の有無を把握すること
を目的として，2012年 5～7月に山形県全域の飼い猫を対象に C. ulceranstox＋感染状況調査を実施した．血清ジフテ
リア抗毒素価測定の結果，猫187匹中2匹（1.1％）から抗毒素を検出した（0.651IU/ml及び0.230IU/ml）．結論とし
て，山形県内の一般家庭に飼育されている猫の中にジフテリア抗毒素が検出される猫が存在することが明らかとなり，
われわれに身近な「飼い猫」から人への C. ulceranstox＋感染の可能性が示唆された．
─キーワード：飼い猫，ジフテリア毒素原性 Corynebacterium ulcerans，人獣共通感染症．
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結果は得られなかったが，C. ulceranstox＋を猫に感染さ
せるホスト動物として野生動物が考えられていること
［1］，及び人の住環境から C. ulceranstox＋が分離された
とする報告がないことから，ジフテリア抗毒素が検出さ
れた2匹の猫は屋外の自然環境中で C. ulceranstox＋に
感染したものと考えられた．また，多頭飼育猫間の 

C. ulceranstox＋の伝播に関して，野口らは C. ulcerans 
tox＋患者が餌やりをしていた野良猫 5匹中 2匹から 

C. ulceranstox＋が分離され，患者及び2匹の野良猫由来
の C. ulceranstox＋遺伝子パターンが一致したと報告し
ている［1, 6］．本研究において有意差は得られなかっ
たものの，ジフテリア抗毒素が検出された猫がいずれも
多頭飼育であった点をふまえると，多頭飼育が同居猫の
間で C. ulceranstox＋感染の機会を高める可能性が示唆
された．
抗毒素が検出された猫及び同居猫からはいずれも 

C. ulceransは分離されなかった．C. ulcerans分離培養
を実施した12匹は検体採取時にいずれも健康状態良好
であり，少なくとも当時これら猫の間では C. ulcerans 
tox＋は蔓延していなかったものと考えられた．しかし，
前述のとおり，多頭飼育が同居猫間での C. ulcerans 
tox＋感染の機会，ひいては人への感染源となる機会の増
多を招く可能性があることから，今後，多頭飼育や地域
猫等の猫の集団における C. ulceranstox＋感染状況につ
いて追究する必要があると考えられる．
本研究の限界として，猫から C. ulceranstox＋が分離

version 3.0.2を用い，P値0.05未満をもって有意差あ
りとした．

成　　　　　績

血清ジフテリア抗毒素価測定の結果，猫187匹中185
匹は検出限界である0.004IU/ml未満であった．一方，
2匹（1.1％）からは 0.1IU/ml以上（0.651IU/ml及び
0.230IU/ml）の抗毒素が検出された．調査対象猫及び
抗毒素検出猫の飼育状況を表に示した．抗毒素が検出さ
れた2匹の猫は，採血時の健康状態が良好であったこと
に加え，性別が雄であった点，室内のほか屋外でも飼育
されていた点，及び複数の同居猫がいた点が共通してい
た．抗毒素が検出された2匹の猫及びそれぞれの同居猫
（4匹及び6匹），計12匹からはいずれも C. ulceransは
分離されなかった．これら猫には風邪様症状，皮膚炎，
皮膚・粘膜潰瘍などの C. ulceranstox＋感染を伺わせる
所見［1, 7］はみられず，健康状態はすべて良好であっ
た．なお，同居猫についてはジフテリア抗毒素価を測定
していない．
飼育環境を「室内飼い」と「屋外に出向く猫」（表の「屋
外」と「室内及び屋外」の合計）の2群に分けた場合の
ジフテリア抗毒素検出率，及び同居猫「あり」と「なし」
の2群に分けた場合の検出率を検定した結果，ともに有
意差は認められなかった（P＝0.503及び P＝0.497）．

考　　　　　察

猫の C. ulceranstox＋に関する調査は，これまで動物
愛護センターに搬入された猫（主として野良猫）で培養
法を中心に実施されてきた［9-12］．しかし，都道府県
レベルの広範な地域で，「飼い猫」を対象にジフテリア
抗毒素価を指標として C. ulceranstox＋の感染状況を調
査した報告は本研究が初である．
ジフテリア抗毒素価測定の結果，猫187匹中2匹（1.1％）
から0.1IU/ml以上（0.651IU/ml及び0.230IU/ml）の
抗毒素が検出された（表）．これら測定値が十分な高値
であるかについては，猫における先行研究がない現状に
おいては判断が難しい．しかし，関連する情報として，人
においては，0.1IU/ml以上のジフテリア抗毒素価が感染
防御レベルとされている［2］．また，人の C. ulcerans 
tox＋感染症患者の血清ジフテリア抗毒素価が0.267IU/ml

であったとする報告もある［4］．人と猫という違いはあ
るものの，本研究における2匹の猫が，人の感染防御レ
ベルあるいは C. ulceranstox＋患者と同等もしくはそれ
以上の抗毒素価を示したことは，C. ulceranstox＋に感染
したことによりもたらされた結果と推察された．
ジフテリア抗毒素が検出された2匹の猫はいずれも室
内のほか屋外でも飼育されていた．本研究では，屋外に
出向く群で有意にジフテリア抗毒素検出率が高いという

表　調査対象猫187匹の飼育状況とジフテリア抗毒素検出
状況†

猫の飼育状況 検体数 ジフテリア 
抗毒素検出数

性　別
雄 93 2（2.2）
雌 92
不明 2

飼育地

A地域 89
B地域 35 1（2.9）
C地域 8
D地域 55 1（1.8）

飼育環境

室内 82
屋外 11
室内及び屋外 90 2（2.2）
不明 4

同居猫
あり‡ 91 2（2.2）§

なし 92
不明 4

年齢（歳） 5.1± 5.3＊ 3歳及び不明

†：0.1IU/ml以上の血清ジフテリア抗毒素価を示した猫を
抗毒素検出とした．

‡：同居匹数は最少1匹，最大30匹
§：4匹及び6匹
＊：平均値±標準偏差
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されなかったため，ジフテリア抗毒素を検出したことが 

C. ulceranstox＋に暴露された結果なのか，他のジフテリ
ア毒素原性 Corynebacterium属菌（C. diphtheriae， 
C. pseudotuberculosis）に暴露された結果なのか不明な
点があげられる．しかし，C. diphtheriaeは人のみが宿
主と考えられていること［13］，C. pseudotuberculosis

はめん羊・山羊が主な宿主と考えられていること［14］，
並びに両菌とも国内の猫からの分離報告がないことか
ら，本研究で血清ジフテリア抗毒素が検出された2匹の
猫は，C. ulceranstox＋の感染を受けた可能性が高いと考
えられた．
本研究により，山形県内の一般家庭に飼育されている
多頭飼育猫の中にジフテリア抗毒素が検出される猫が存
在することが明らかとなり，われわれに身近な「飼い猫」
から人への C. ulceranstox＋感染の可能性が示唆された．

C. ulceranstox＋感染症は人に重篤な症状を引き起こす
人獣共通感染症である［1, 7］．猫に C. ulceranstox＋感
染を疑う症状（風邪様症状，皮膚炎，皮膚・粘膜潰瘍）
［1, 7］を認めた場合には，人にも健康被害が及ぶ可能
性をふまえ，小動物臨床現場における感染予防対策の徹
底及び獣医師から飼い主への C. ulceranstox＋に関する
情報提供を行う必要がある．あわせて，保健所等の人獣
共通感染症予防を担う機関から一般の猫飼育者あるいは
動物取扱業者に対して C. ulceranstox＋感染症に関する
正しい知識を普及することが，C. ulceranstox＋感染症予
防にとって重要であると考えられる．
調査にご協力いただいた山形県内19動物病院（あららぎ動
物病院，池田動物病院，太田総合動物病院，おかざき動物病院，
おがた動物病院，鏡どうぶつ病院，柿崎動物病院，かわむら動
物病院，こうの動物病院，新庄動物病院，すずかわ動物病院，
鈴木動物病院，天童動物病院，ヒール動物病院，ペットクリニ
ック山科，村山共同家畜診療所，山形県くみあい畜産研修セン
ターくみあい動物病院，やまぐち動物クリニック，渡辺犬猫病
院）及び本研究に全面的にご協力いただいた公益社団法人 山
形県獣医師会に深謝する．
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Infection Sur vey of Toxigenic Corynebacterium Ulcerans Among Domestic Cats  
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SUMMARY

To clarify the possibility of infection by toxigenic Corynebacterium ulcerans among humans, a sur vey of toxi-
genic C. ulcerans infection among domestic cats was per formed in Yamagata Prefecture, Japan in May-July 
2012.  In results of measurement of serum diphtheria antitoxin titers, diphtheria antitoxin was detected in two 
of 187 cats (0.651 IU/ml and 0.230 IU/ml).  The study demonstrated the existence of diphtheria antitoxin in 
domestic cats in the prefecture, which suggests the possibility of domestic cats as a possible vector of infection 
for toxigenic C. ulcerans in humans. ─ Key words : domestic cat, toxigenic Corynebacterium ulcerans, zoonosis.
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